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第２章 特集「第２次八王子市環境基本計画」 
 

八王子のより良い環境づくりのため、平成１６年３月に第１次環境

基本計画を策定し、２１年３月には、前半５年間の実績などから中間

見直しを行いました。 

この度、最終年度にあたる２５年度を迎え、策定当初同様、市民お

よび事業者と市の協働により第２次環境基本計画を策定しました。 

前計画の成果や課題を整理したところ、「みどり」、「循環」および「八

王子の自然を愛する心」の３つのキーワードが浮かび上がってきまし

た。このキーワードを基に基本施策を策定したことが大きな特徴です。 

  なお、基本理念および望ましい環境像は前計画を継承しています。 

 

１．計画の期間・目標年度 

 未来を展望して望ましい環境像と基本目標を設定しています。 

  望ましい環境像の実現に向けたこの計画の対象期間は、２６年度を初年度とした１０年間で、計

画目標年度は３５年度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画の構成  

市が中心となって推進する「基本施策」と市民・事業者が市と協働して取り組む「協働プロジェ

クト」、そして、市民・事業者が中心となって地域での環境保全に取り組む「地域の行動」で構成さ

れています。 

地域の特性を活かした身近な環境保全活動を実践する市民・事業者と全市的な視点から施策を展

開する市が、お互いに協働しながら環境保全に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
望ましい環境像「未来へつづく、水とみどりにあふれた 健康で心やすらぐまち」の実現へ 
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３．目標達成のための基本施策 

 ４つの基本目標を基調に、各種の環境施策を体系的に展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．協働プロジェクト 

市民・事業者が、市と協働して取り組む協働プロジェクトは、「望ましい環境像」を実現するため、

環境問題の解決に対して大きな効果が得られ、取り組みやすい活動です。 

 プロジェクト名 成  果  プロジェクト名 成  果 

Ⅰ 里山復活 
里山を適正に管理するこ

とで、自然の機能を回復さ
せる 

Ⅳ 環境教育サポート 
 小・中学生が環境問題を
考えることで、環境への意
識の向上を図る 

Ⅱ 生ごみ資源化促進 
 地域の特性に応じた生ご
みの資源化を進めること
で、循環の輪を広げる 

Ⅴ 地域の環境美化 
 まちの美化活動に参加す
ることで、より住みよいま
ちをつくる 

Ⅲ 省エネ応援 
 環境にやさしい行動をと
ることで、ＣＯ２排出量を削
減する 

 

５．地域の行動 

市民・事業者の取組として、環境市民会議が活動や計画策定の推進役となり、市内６地区ごとに、

地区のあるべき姿の実現に向けて活動します。 
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Ⅰ．人と自然が共生した
まちをつくる 

Ⅱ．資源・エネルギーが
循環し、地球環境にやさ
しいまちをつくる 

 

Ⅲ．みんなが協働して 
環境保全に取り組んで 
いるまちをつくる 

 

Ⅳ．安全で良好な環 
境のもと、健やかに暮 
らせるまちをつくる 
 

浅川で自然体験 

中央地区 

●主な取組 

・ 小学生を対象とした自然エネル 

ギーなどの講座の実施 

●主な取組 

・ 長池公園や寺沢里山公園な

どの保全活動 

●主な取組 

・ 谷地川の水質調査と生きもの 

調査 

●主な取組 

・ 地球温暖化防止のための

省エネ生活の推進 

●主な取組 

・ 地元町会などと連携した大沢川・城山

川のクリーン活動 

●主な取組 

・ 高尾山の自然・景観の観察と調査 


